
様 癌種：胃がん

ID:

身長 ｃｍ 体重 ｋｇ （≒ m２）

1 ･･･ 8 ･･･ 15 ･･･ 28 （日）

%dose

1 8 15

6.6 mg 6.6 mg

50 mg 50 mg

5 mg 5 mg

100 mL 100 mL
( 8 mg/kg ) mg

250 mL 250 mL
100 mL 100 mL

50 mL 50 mL

タキソール ( 80 mg/m2 ) mg
+生食 250 mL 250 mL

⑤ 100 mL 100 mL ● ● ●

※　最初の2ｺｰｽは過敏反応発現の有無を確認するため1時間で生食100mL の投与を行う。
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ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ・後流し用

対象 胃癌　　　　　（切除不能進行・再発）
提出年月日 2018/1/10

提出診療科 消化器外科

　　　（3コース目以降）   5 min  div

④
 60 min  div ● ● ●

生食

+生食
③ 生食　（1～2ｺｰｽ目）※  60 min  div

● ●
15分

●

②　 サイラムザ
 60 min  div ● ●

ラムシルマブ 8mg/kg  1時間

PTX 80mg/m2  　　　　1時間

実投与量 投与速度

● ● ●

① ﾃﾞｷｻｰﾄ

 15 min  div   
＋ﾗﾆﾁｼﾞﾝ塩酸塩注

＋ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注

＋生食

weekly PTX+Ram

0.00

投与レジメン

4週毎に


